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㻡㻢 䡲䢐䡾䢔䡴䢚䡷 䡲䢙䡲䢚䢖䡮 㻿㼏㼔㼛㼑㼚㼛㼜㼘㼑㼏㼠㼡㼟 㼙㼡㼏㼞㼛㼚㼍㼠㼡㼟㻌 㼟㼡㼎㼟㼜㻚㻌㼞㼛㼎㼡㼟㻔㻹㼕㼝㻚㻕㻌㼀㻚㻌㻷㼛㼥㼍㼙㼍 䕿 䕿 䖃
㻡㻣 䡹䡮䢖䢙 䢇䡾䡸䢚䡴䢚䡷 㻺㼥㼙㼜㼔㼍㼑㼍 㼠㼑㼠㼞㼍㼓㼛㼚㼍 㻳㼞㼛㼞㼓㼕 䕿 䕿 䕿 䕿 䕕
㻡㻤 䢀䡽䡲䡲䢚䢌 䢌䡹䢚䡱䡱䢆䢚䡶 㻻㼠㼠㼑㼘㼕㼍 㼍㼘㼕㼟㼙㼛㼕㼐㼑㼟 㻔㻸㻚㻕㻌㻼㼑㼞㼟㻚 䕿 䕕
㻡㻥 䢀䡽䡲䡲䢚䢌 䡺䡳䡸䡪䡯䢏 㼂㼍㼘㼘㼕㼟㼚㼑㼞㼕㼍 㼍㼟㼕㼍㼠㼕㼏㼍 㻹㼕㼗㼕 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕧䕕
㻢㻜 䡮䢆䢚䢓䢏 䢊䡫䡹䢏 㻺㼍㼖㼍㼟 㼓㼞㼍㼙㼕㼚㼑㼍 㻰㼑㼘㻚 䕿 䕿 䕿 䕧
㻢㻝 䡮䢆䢚䢓䢏 䡮䢀䢀䢔䡵䢚䢏 㻺㼍㼖㼍㼟 㼖㼍㼜㼛㼚㼕㼏㼍 㻺㼍㼗㼍㼕 䕿 䕕
㻢㻞 䡮䢆䢚䢓䢏 䢇䢎䡮䢆䢚䢓䢏 㻺㼍㼖㼍㼟 㼠㼑㼚㼡㼕㼏㼍㼡㼘㼕㼟 㻹㼕㼗㼕 䕕
㻢㻟 䡿䢚䢙䡸䢚䡻䡯 䡿䢚䢙䡸䢚䡻䡯 㻹㼍㼞㼟㼕㼘㼑㼍 㼝㼡㼍㼐㼞㼕㼒㼛㼘㼕㼍 㻸㻚 䕿
㻢㻠 䢇䡸 䢇䢎䢇䢚䡸 㼀㼞㼍㼜㼍 㼕㼚㼏㼕㼟㼍 㻿㼕㼑㼎㻚㻌㼑㼠㻌㼆㼡㼏㼏㻚 䕿 䕿 䕿
㻢㻡 䡭䡲䢆䢚䢁 䢌䡹䢚䢑䡳䢅䡸䡼 㻸㼡㼐㼣㼕㼓㼕㼍 㼛㼢㼍㼞㼕㼟 㻹㼕㼝㻚 䕿
㻢㻢 䡭䢘䡶䢚䡵 䢌䡹䢚䢆䡶䢉䢚 㻯㼍㼘㼘㼕㼠㼞㼕㼏㼔㼑 㼜㼍㼘㼡㼟㼠㼞㼕㼟 㻸㻚 䕿
㻢㻣 䡼䢃䡳䢏 䢇䢎䡼䢃䡳䢏 㼁㼠㼞㼕㼏㼡㼘㼍㼞㼕㼍 㼙㼕㼚㼛㼞 㻸㻚 䕿
㻢㻤 䡱䢏䡼䢚䡲 䡭䡳䢚䢁䡸 㻿㼍㼓㼕㼠㼠㼍㼞㼕㼍 㼍㼓㼕㼚㼍㼟㼔㼕 㻹㼍㼗㼕㼚㼛 䕿
㻢㻥 䢀䡽䡲䡲䢚䢌 䢐䢁䡳䢚䡹䢈䢚䡼 㻮㼘㼥㼤㼍 㼖㼍㼜㼛㼚㼕㼏㼍 㻔㻹㼕㼝㻚㻕㻌㻹㼍㼤㼕㼙㻚 䕿
㻣㻜 䢇䢕䢍䡸䢗 䡲䢘䡾䢕䢏 㻾㼡㼜㼜㼕㼍 㼙㼍㼞㼕㼠㼕㼙㼍 㻸㻚 䕿 䕿 䕿
㻣㻝 䢌䡴䢔 䡼䢋䢌䡴䢔 㻿㼜㼍㼞㼓㼍㼚㼕㼡㼙 㼓㼘㼛㼙㼑㼞㼍㼠㼡㼙 㻔㻮㼑㼡㼞㼘㻚㻕㻌㻺㼑㼡㼙㼍㼚 䕿 䕿
㻣㻞 䡲䢚䢋 䡶䡲䢚䢋 㼀㼥㼜㼔㼍 㼛㼞㼕㼑㼚㼠㼍㼘㼕㼟 㻼㼞㼑㼟㼘 䕿


































































































































































































































































































Iwata, E. and K. Ishizuka：1967a．Plant 
Succession in Hachirogata Porder 






















































Norio Tanaka, Yu Ito, Koichi Uehara：
2006．Distributon and new Localities 
o f  Z a n n i c h e l l i a  p a l u s t r i s  L . 
(Zannichelliaceae) in Japan., Ann. 
Tsukuba Bot. Gard.,No.25,pp.1-6.
Norio Tanaka, Yu Ito, Ruriko Matsuyama, 
Koichi Uehara：2007．Chromosome Numbers 






































































ー種 ・ 植生 ・ 環境ー
　　　　　　　　　 ・ 八郎湖の風景 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 写真番号 (1) － (6)
　　　　　　　　　 ・ 水路や流入河川の水草景観 ・・・・・・・・・・・・ (7) － (10)
　　　　　　　　　 ・ 水草群落と水田雑草群落 ・・・・・・・・・・・・・・ (11) － (18)
　　　　　　　　　 ・ 八郎湖及び周辺水域の水草の種 ・・・・・・・・ (19) － (47)
　　　　　　　　　 ・ 帰化水草 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (48) － (51)
　　　　　　　　　 ・ 八郎湖水域の絶滅危惧種 ・・・・・・・・・・・・・・ (52) － (64)
　　　　　　　　　 ・ 消息不明種と周辺丘陵地の水草 ・・・・・・・・ (65) － (74)
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湖内には水草の群落が全く無い (3) ２月、 厳冬期の八郎湖 (4)
西部承水路 (5) 東部承水路 (6)
湖東部の水路、 ヒシ群落に覆われる場所が多い (7) 南部干拓地の水路、 サンショウモの多い群落 (8)





水深により帯状に分布することが多い、 手前は人工的なハス田、 西部承水路の岸辺 (11)　　　（撮影　尾崎保夫）




　一向池のタヌキモの群生、 一向大沼では概算で５万個以上の花茎が見られる (14)　　　　　（撮影　猿田　 基）
　リュウノヒゲモ、 ハゴロモモ、 オオカナダモの群生、 天王東排水機場付近 (13)
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大潟村の水田雑草群落
人手を加えていない場合、 植物の種類が多い (15) 管理が徹底している場合、 チョウジタデ ・ ミゾハコベなど同じ種
のみが大量に生える (16)
エゾウキヤガラ （カヤツリグサ科） ： 干拓地水田の最も厄介な
水田雑草、 大潟村の農村公園の新しい池 (18)






ヒメガマ （ガマ科） ： 深いところにも生育出来る (19)　
ヨシ （イネ科） ： 水辺から水中まで広く生育する (21)
ヒシ （ヒシ科） ： この２種は葉の形や花で
は区別出来ない、 ヒシの果実は２刺 (27)
果実
上 ： ヒシ (29)， 下 ： コオニビシ (30)
いずれも一向池でとられたもの
アサザ （ミツガシワ科） ： 生態系公園の
アサザは開花数が多いが植栽起源と言われ
ている、下の沈水植物はツツイトモである (31)
コオニビシ （ヒシ科） ： 果実は４刺 (28)
ショウブ (22) ヒメガマ (23) マコモ (24) ヨシ (25) ミクリ (26)
マコモ （イネ科） ： ３種の中では量的に最も少ない (20)
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ウキクサとコウキクサ （ウキクサ科） ： 大小でも
明らかであるが詳しくは根の数で区別する (37)
サンショウモ （サンショウモ科） ： 水生シダの１種、
八郎湖周辺には多いが国内では減少が著しい (38)























リュウノヒゲモ （ヒルムシロ科） ： 県内では十和田湖と八郎潟





































ツツイトモ （ヒルムシロ科） ： 八郎潟で1962年に採集された標本の存在から秋田県で初めて認識された。 その後40年近
く未発見であったので県ＲＤＢで絶滅種とされたが、 今回の調査で生態系公園と一向細沼で再び発見された (52)
イトクズモ （イトクズモ科） ： 全国的にも極めて希少な水草で国の絶滅危惧種に
指定されている、 右は果実の写真、 大潟村方上 (55-56)
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秋田県の絶滅危惧水草





秋田県絶滅危惧ⅠＡ類、 一向池 (57)  　
左 ： 葉の形、 標本写真 (58)






下段 ： 埋土種子から発生し、 県立
大圃場で開花したミズアオイの花
(62)
トチカガミ （トチカガミ科） ： 秋田県絶滅危惧ⅠＡ類、 県内
の生育地は２ ・ ３カ所のみ、 馬場目川河口南側水路 (64)
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（トチカガミ科） (65) ヒツジグサ （スイレン科） (66)
イトトリゲモ （イバラモ科） (68)
タチモ （アリノトウグサ科） ： 湖東部三種町琴丘 (71)
エゾノヒルムシロ （ヒルムシロ科） ：
湖西部角間崎のため池 (73)
ミズドクサ （トクサ科） ： 湖北部浅内沼 (74)
マルバオモダカ （オモダカ科） ：
湖東部三種町森岳のジュンサイ田 (72)
ミズオオバコ （トチカガミ科） (69) ヒメイバラモ （イバラモ科） (70)
大阪市立自然史博物館の標本
ホッスモ （イバラモ科） (67)
